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▲べにっこひろばは冬でも熱いよ！



中学校３年生までの医療費を無料化
べにっこひろばのオープンで子育て環境を充実

　　　　�  357億6,036万円
（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　�  122億3,406万円
（自治体間の財政力調整のために国から配分されるお金）

　　　　　　　�  112億8,069万円
（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　�  111億4,710万円
（長期間使用される公共施設などを整備するための借入金）

　　　　　�  56億4,198万円
（企業立地・産業振興に係る貸付金の元利収入など）

　　　　　�  160億3,867万円
（県支出金、地方消費税交付金、使用料および手数料など）

①市税

②国庫支出金

③地方交付税

④市債

⑤諸収入

⑥その他

　　　　　�  322億3,281万円
（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　�  123億7,491万円
（公園や道路・街路の整備、市営住宅の建設などの経費）

　　　　　�  98億9,022万円
（学校の建設・改修・耐震化、スポーツ振興などの経費）

　　　　　　　　　�  96億8,480万円
（議会、広報、地域づくりの支援などの経費）

　　　　　�  90億9,128万円
（市債の返済に係る経費。うち利子分約11億4,570万円を含む。）

　　　　　�  174億3,539万円
（衛生費、労働費、農林水産業費、商工費など）

①民生費

②土木費

③教育費

④議会費・総務費

⑤公債費

⑥その他

一般会計歳入
921億286万円

一般会計歳出
907億941万円

市税
38.8％

市債
12.1％

民生費
35.5％

議会費・総務費
10.7％

国庫支出金
13.3％

諸収入
6.1％

土木費
13.6％

公債費
10.0％

地方交付税
12.2％

その他
17.5％

教育費
10.9％

その他
19.3％

市民目線で詳しくチェック
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緊
急
時
情
報
収
集
伝
達
手
段
整
備

事
業�

５
億
７
５
５
９
万
円

　
　
　
災
害
時
の
情
報
伝
達
に
関

す
る
実
態
調
査
の
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
７
月

の
大
雨
時
に
避
難
勧
告
を
発
令
し

た
、
地
域
の
自
治
推
進
委
員
や
無

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
を

新
た
に
中
継
基
地
局
２
カ
所
に

設
置
し
て
通
信
の
安
定
を
図
り
、

防
災
支
部
・
市
避
難
所
に
無
線

機
を
配
置
し
ま
し
た
。

委
員

防
災
対
策
課
長

作
為
抽
出
し
た
一
般
市
民
な
ど
１

６
１
０
人
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、

約
５２
％
の
方
か
ら
回
答
を
得
た
。

災
害
時
に
情
報
を
得
る
手
段
と
し

て
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
い
る

人
に
は
緊
急
メ
ー
ル
が
圧
倒
的
に

有
効
で
あ
り
、
携
帯
を
使
わ
な
い

人
に
は
マ
ス
コ
ミ
や
広
報
車
、
町

内
会
の
声
が
け
に
よ
り
情
報
を
得

て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。

公
衆
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
事
業

�

１
億
７
０
６
３
万
円

　
町
内
会
な
ど
が
維
持
管
理
し

て
い
る
公
衆
街
路
灯
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
導
入
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
推
奨
街
路
灯
と
そ

れ
以
外
の
街
路
灯
で
、
地

域
の
負
担
が
違
う
と
の
こ

と
だ
が
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
市
が
設
置
し

た
鋳
物
灯
具
活
用
の
推
奨

街
路
灯
は
、
こ
れ
ま
で
に

２３
地
区
で
交
換
が
完
了
し

て
い
る
。
町
内
会
や
商
店

街
が
独
自
に
設
置
し
た
街

路
灯
は
事
業
の
対
象
で
は

な
い
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

た
め
の
補
助
制
度
を
設
け

て
お
り
、
意
向
が
あ
る
場

合
に
は
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
。

委
員

広
報
課
長

▲防災支部に配置された防災無線

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高
　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また参考として、各
会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化比率 市債および企業債残高（平成２６年度末現在）
一 般 会 計 ９４２億７，０９２万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計 ４，１３１万円
区 画 整 理 事 業 会 計 ６７億４，２１２万円
駐 車 場 事 業 会 計 １億４，０５１万円
公設地方卸売市場事業会計 なし（△ ６．０８％）

２０．０％

４億１，０５７万円
農業集落排水事業会計 なし（△ ３．２１％） １５億５，２５７万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし（△６２．７７％） １８４億６，７３９万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし（△２１．９８％） ９９０億９，０４３万円
市立病院済生館事業会計 なし（△４１．９１％） ６２億　４００万円
合　　　　　　　計 ２，２６９億１，９８２万円

※�実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。なお、参考として、黒字の比率を
（　）に「△」で表示しています。

※�いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。なお、参考として、資金剰余の比率を（　）に「△」
で併記しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし（△２．３８％） なし（△２１．９９％）  ８．９％  ７２．９％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

平成26年度決算を認定
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避
難
家
族
の
親
子
の
心
の
ケ
ア

事
業�

３
２
８
万
円

　
　
　
避
難
家
族
の
親
子
の
心
の

ケ
ア
事
業
は
今
後
も
継
続
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
者
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
人
数
は
２５

年
度
と
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
方
向
で
考

え
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難

し
て
い
る
親
子
に
、
情
報
提
供

や
交
流
機
会
の
提
供
を
行
い
ま

し
た
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

生
活
保
護
受
給
者
の
中
間
的
就
労

支
援
事
業�

１
０
５
９
万
円

　
　
　
中
間
的
就
労
支
援
事
業
へ

の
参
加
者
の
人
数
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
生
活
保
護
受
給

者
の
う
ち
稼
働
能
力
の
あ
る
１
７

７
人
に
就
労
支
援
を
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
事
業
へ
の
参
加
者
が
７３

人
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
ま
ず
の

参
加
人
数
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
就
労
し
て
い
な
い
生
活
保
護

受
給
者
に
、
就
労
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

家
庭
的
保
育
事
業

�

１
億
２
４
４
４
万
円

　
　
　
保
育
マ
マ
は
平
成
２６
年
度

に
３
人
増
え
て
２０
人
と
な
っ
た
が
、

今
後
も
増
や
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
保
育

需
要
な
ど
を
見
な
が
ら
小
規
模
保

育
所
な
ど
の
拡
充
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

こ
ど
も
医
療
給
付
事
業

�

１０
億
６
３
１
１
万
円

　
少
人
数
で
保
育
を
行
う
家
庭

的
保
育
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

地
域
生
活
支
援
事
業

�

２
億
６
１
２
万
円

　
　
　
視
覚
障
が
い
者
の
ガ※

イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
者
は
ど
の
く
ら

い
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
度

は
１２
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
利
用

登
録
者
は
５３
人
で
、
１４
人
の
ヘ
ル

パ
ー
が
対
応
し
て
い
る
。

山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵
運
営

事
業�

５
３
２
５
万
円

　
障
が
い
者
へ
の
日
常
生
活
に

関
す
る
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

市
民
相
談
事
務

�

２
５
２
万
円

　
　
　
相
談
件
数
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
年
間
２
９
０
０

件
以
上
の
相
談
が
あ
る
が
、
民
民

の
相
談
も
多
く
、
行
政
が
関
わ
れ

な
い
問
題
も
増
え
て
い
る
。

交
通
安
全
推
進
事
業

�

２
４
８
３
万
円

　
　
　
交
通
安
全
指
導
員
の
待
遇

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
１
回
の
指
導
で
概
ね

１
時
間
当
た
り
１
３
５
０
円
の
報

酬
を
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
指
導
員
の
増
員
と
現
状
に

合
わ
せ
た
配
置
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
現
在
、
現
地
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
実
情
を
加
味
し
な

が
ら
見
直
し
て
い
き
た
い
。

　
個
人
の
悩
み
事
や
行
政
に
関

す
る
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

委
員

市
民
相
談
課
長

　
交
通
安
全
に
関
す
る
教
育
の

実
施
や
運
動
の
推
進
、
交
通
安

全
指
導
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

�

５
０
４
万
円

　
　
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講

座
の
受
講
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
３
回
実
施
し
、
２
７

８
人
が
受
講
し
て
い
る
。

地
域
成
人
保
健
対
策
事
業

�

２
億
２
７
３
６
万
円

　
　
　
が
ん
検
診
を
受
診
し
や
す

　
地
域
に
お
け
る
自
殺
対
策
を

強
化
し
ま
し
た
。

委
員

健
康
課
長

　
が
ん
検
診
な
ど
の
健
康
診
査

や
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

い
職
場
環
境
を
企
業
と
共
に
つ
く

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
健※

康
医
療
先
進

都
市
に
相
応
し
い
取
り
組
み
を
今

後
検
討
し
て
い
く
。

感
染
症
予
防
対
策
事
業

�

５
億
２
８
４
３
万
円

　
　
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
、
他
の
自
治
体
で
は

個
人
に
通
知
し
て
勧
め
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
接
種
率
が
低
い
理
由

を
調
査
し
、
個
人
へ
の
通
知
の
必

要
性
を
検
討
し
た
い
。

市
民
生
活
部
長

　
感
染
症
予
防
の
た
め
、
定
期

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

健
康
課
長

　
　
　
県
内
の
市
町
村
で
、�

医
療
費
の
無
料
化
を
中
学

校
３
年
生
ま
で
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、�

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が

対
象
年
齢
を
中
学
校
３
年

生
ま
で
と
し
て
い
る
。

　
こ
ど
も
の
医
療
費
を

無
料
化
し
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
１０
月
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

し
ま
し
た
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

▲ままカフェサロンで心のケアを

▲早期検診で心も体も健康に
※　健康医療先進都市…重粒子線がん治療施設を中核とし、最先端の医療、医療機器産業、製薬産業の拠点都市を目指す、市長の公約のひとつ。

4

平成27年12月1日／194号
やまがた市議会報



生
活
保
護
受
給
者
の
中
間
的
就
労

支
援
事
業�

１
０
５
９
万
円

　
　
　
中
間
的
就
労
支
援
事
業
へ

の
参
加
者
の
人
数
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
生
活
保
護
受
給

者
の
う
ち
稼
働
能
力
の
あ
る
１
７

７
人
に
就
労
支
援
を
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
事
業
へ
の
参
加
者
が
７３

人
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
ま
ず
の

参
加
人
数
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
就
労
し
て
い
な
い
生
活
保
護

受
給
者
に
、
就
労
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

地
域
生
活
支
援
事
業

�

２
億
６
１
２
万
円

　
　
　
視
覚
障
が
い
者
の
ガ※

イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
者
は
ど
の
く
ら

い
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
度

は
１２
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
利
用

登
録
者
は
５３
人
で
、
１４
人
の
ヘ
ル

パ
ー
が
対
応
し
て
い
る
。

山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵
運
営

事
業�
５
３
２
５
万
円

　
障
が
い
者
へ
の
日
常
生
活
に

関
す
る
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

コ
ー
ス
に
組
み
込
ん
で
も
ら
っ
た

た
め
、
大
型
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

特
に
増
え
て
い
る
。
来
館
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
駐
車
場
の
増

加
を
望
む
声
が
あ
る
が
、
現
在
６０

台
分
の
駐
車
場
を
確
保
し
て
お
り
、

こ
れ
以
上
増
や
す
の
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
警
備
員
な
ど
を
配
置
し

て
、
速
や
か
に
誘
導
す
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

伝
統
的
工
芸
産
業
後
継
者
育
成

事
業�

１
２
０
万
円

　
　
　
伝
統
工
芸
の
後
継
者
育
成

の
重
要
性
や
必
要
性
が
問
わ
れ
て

き
た
が
、
実
際
に
後
継
者
は
ど
こ

ま
で
育
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
１４
年
度
か
ら
奨

励
金
制
度
を
実
施
し
、
年
間
４０
万

円
を
支
給
し
て
、
２６
年
度
ま
で
総

勢
１８
事
業
所
で
２３
人
の
後
継
者
の

方
が
就
職
し
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
後
継
者
の
育
成
を
進
め
て
、

地
場
産
業
の
振
興
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
伝
統
的
工
芸
産
業
の
事
業
者

が
、
新
規
学
卒
者
ま
た
は
転
業

者
な
ど
を
雇
用
し
、
後
継
者
育

成
を
行
っ
た
際
に
補
助
し
ま
し

た
。

委
員

商
工
課
長

東
北
六
魂
祭
事
業

�

７
３
５
６
万
円

　
　
　
東
北
六
魂
祭
で
の
経
済
波

及
効
果
が
２４
億
５
０
０
０
万
円
と

算
出
さ
れ
た
が
、
山
形
花
笠
ま
つ

り
、
日
本
一
の
芋
煮
会
、
山
形
大

花
火
大
会
な
ど
で
も
数
値
を
算
出

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
東
北
六
魂
祭
の

経
済
波
及
効
果
は
、
地
元
の
シ
ン

　
被
災
県
だ
け
で
な
く
、
東
北

が
一
丸
と
な
っ
て
早
期
復
興
を

目
指
す
姿
を
全
国
に
向
け
て
発

信
す
る
と
と
も
に
、
各
本
祭
り

へ
の
誘
客
を
図
り
ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
５
月
２４
・
２５
日
に

山
形
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員

観
光
物
産
課
長

ク
タ
ン
ク
の
調
査
に
よ
り
出
さ
れ

た
数
値
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
祭

り
を
市
が
計
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
市
が
調
査
を
行
い
、
経
済

波
及
効
果
の
数
値
を
算
出
し
て
ほ

し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
予
算
も
あ
る
た

め
、
今
後
内
部
で
検
討
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策
事
業

�

１
３
２
９
万
円

　
　
　
農
作
物
の
食
害
防
止
対
策

と
し
て
、
東
沢
・
高
瀬
・
山
寺
な

委
員

観
光
物
産
課
長

　
食
害
防
護
網
の
設
置
な
ど
で
、

被
害
防
止
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

委
員

　
　
　
山
形
ま
る
ご
と
館

紅
の
蔵
へ
の
観
光
バ
ス
の

乗
り
入
れ
が
多
く
、
一
般

客
が
駐
車
場
に
入
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
が
、
改
善
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
２６
年
度
は
、
旅
行

会
社
か
ら
団
体
旅
行
の

　
山
形
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
自
主

事
業
や
他
の
施
設
な
ど

と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

山
形
ま
る
ご
と
推
進
課
長

▲混雑時は警備員が丁寧にご案内します

▲祭りの力で復興を後押しする東北六魂祭
※　ガイドヘルパー…障がい者が外出する際に、社会的活動を行えるように介助する人。
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ど
に
被
害
防
止
電
気
柵
を
設
置
し

て
い
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
設

置
者
に
任
せ
て
い
る
の
か
。
点
検

の
方
法
や
指
導
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
今
ま
で
に
設
置
し
て

い
る
６４
カ
所
の
電
気
柵
の
点
検
を

行
っ
た
結
果
、
表
示
板
の
な
い
箇

所
が
１
カ
所
あ
り
、
直
ち
に
表
示

板
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
家
庭
用

電
源
を
利
用
し
て
い
る
箇
所
も
１

カ
所
あ
っ
た
が
、
漏
電
遮
断
機
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
正
常
に
作
動

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
今

後
も
農
協
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

注
意
喚
起
や
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
く
。

農
政
課
長

山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
開
催

事
業�

３
２
０
０
万
円

　
　
　
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
の
余
韻
を

楽
し
め
る
後
夜
祭
な
ど
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
自
治
体

で
は
参
加
者
に
よ
る
会
費
制
の
前

夜
祭
や
、
表
彰
式
を
兼
ね
た
後
夜

祭
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
競
技

の
実
施
は
習
熟
し
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

　
平
成
２６
年
１０
月
５
日
に
、
第

２
回
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン

を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

山
形
市
産
材
利
用
拡
大
促
進

事
業�

１
２
５
２
万
円

　
　
　
新
築
住
宅
を
建
て
る
際
に
、

市
産
材
を
利
用
す
る
場
合
の
補
助

要
件
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
市
産
材
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
築
住
宅
を
建

て
る
際
に
、
市
産
材
を
８
㎥
以
上

使
っ
た
場
合
、
１
戸
あ
た
り
５０
万

円
を
補
助
し
て
お
り
、
主
に
柱
な

　
市
産
材
の
利
用
拡
大
を
通
じ

て
、
森
林
の
適
正
な
整
備
や
林

業
再
生
な
ど
に
資
す
る
よ
う
、

新
築
住
宅
に
対
し
て
補
助
し
ま

し
た
。

委
員

森
林
整
備
課
長

家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
に
関
す
る

事
業�

１
億
４
５
８
０
万
円

　
　
　
家
庭
系
ご
み
排
出
量
が
な

か
な
か
減
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
生
可
能

な
も
の
が
約
１１
％
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
分
別
で
の
減
量
の
啓
蒙
・

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

霞
城
公
園
整
備
事
業

�

１
億
４
９
１
０
万
円

　
ご
み
袋
の
作
成
や
販
売
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

特
別
支
援
教
育
支
援
事
業

�

６
６
４
９
万
円

　
　
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
小
学
校
で
平
成

２５
年
度
２
２
７
人
、
２６
年
度
２
３

４
人
、
２７
年
度
２
４
４
人
と
少
し

ず
つ
増
え
て
お
り
、
学
級
数
に
つ

い
て
も
１
～
２
ク
ラ
ス
ず
つ
増
え

て
い
る
。
中
学
校
で
も
２５
年
度
は

８８
人
で
２７
学
級
、
２６
年
度
は
９６
人

で
３０
学
級
、
２７
年
度
は
９９
人
で
３１

学
級
と
な
っ
て
い
る
。

青
少
年
非
行
防
止
対
策
事
業

�

６
０
３
万
円

　
　
　
青
少
年
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

相
談
の
う
ち
、
学
校
生
活
や
い
じ

　
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒

の
た
め
に
、
特
別
支
援
指
導
員

を
小
中
学
校
に
配
置
し
、
一
人

一
人
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か

な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
、

繁
華
街
で
の
街
頭
指
導
や
、
青

少
年
の
悩
み
解
消
の
一
助
と
し

て
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
を

実
施
し
ま
し
た
。

委
員

め
の
相
談
が
約
半
数
と
な
っ
て
い

る
が
、
学
校
と
情
報
の
共
有
は
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
青
少
年
指

導
セ
ン
タ
ー
の
少
年
相
談
員
と
は

ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
員

は
８
人
に
委
嘱
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
７
人
が
小
学
校
や
中
学
校
の

教
職
員
を
退
職
し
た
方
で
、
も
う

１
人
は
民
間
の
有
識
者
で
あ
る
。

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
相
談
者
の
情
報
が
把

握
で
き
な
い
場
合
も
多
く
、
２

回
・
３
回
と
相
談
を
受
け
て
解
決

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
個
人
情

報
に
十
分
配
慮
し
て
、
必
要
と
判

断
し
た
場
合
に
は
学
校
教
育
課
に

も
情
報
を
提
供
し
、
相
談
者
の
意

向
に
添
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。

社
会
教
育
青
少
年
課
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

業
務�

１０
億
２
８
９
８
万
円

　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
２７

校
で
４９
人
に
提
供
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
傾
向
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

２０
年
度
と
２５
年
度
に
実
施
し
た
実

態
調
査
を
比
較
す
る
と
増
え
て
き

て
い
る
。
市
内
の
約
２
万
人
の
児

童
生
徒
の
う
ち
、
９
５
０
人
を
超

え
る
児
童
生
徒
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、

診
断
書
の
提
出
な
ど
の
情
報
提
供

を
受
け
て
３
種
類
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
を
提
供
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

や
衛
生
管
理
、
献
立
の
作
成
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

ど
の
構
造
材
に
使
わ
れ
て

い
る
。

　
　
　
県
の
補
助
制
度
と

併
用
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
県
の
補

助
は
、
県
産
材
を
構
造
材

の
８０
％
以
上
使
っ
た
場
合

に
１５
万
円
を
交
付
し
て
お

り
、
市
と
合
わ
せ
て
利
用

し
た
場
合
は
６５
万
円
の
補

助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

委
員

森
林
整
備
課
長

▲被害防止電気柵の点検を実施し安全を確認

▲専用の容器で安全安心なアレルギー対応食を提供
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山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
開
催

事
業�

３
２
０
０
万
円

　
　
　
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
の
余
韻
を

楽
し
め
る
後
夜
祭
な
ど
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
自
治
体

で
は
参
加
者
に
よ
る
会
費
制
の
前

夜
祭
や
、
表
彰
式
を
兼
ね
た
後
夜

祭
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
競
技

の
実
施
は
習
熟
し
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

　
平
成
２６
年
１０
月
５
日
に
、
第

２
回
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン

を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
に
関
す
る

事
業�

１
億
４
５
８
０
万
円

　
　
　
家
庭
系
ご
み
排
出
量
が
な

か
な
か
減
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
生
可
能

な
も
の
が
約
１１
％
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
分
別
で
の
減
量
の
啓
蒙
・

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

霞
城
公
園
整
備
事
業

�

１
億
４
９
１
０
万
円

　
ご
み
袋
の
作
成
や
販
売
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

　
　
　
年
間
の
延
べ
患
者
数
が
減

少
し
て
い
る
背
景
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
し
た
主

な
要
因
は
、
平
均
在
院
日
数
が
平

成
２５
年
度
と
比
べ
て
約
１
日
短
く

な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
新

規
の
入
院
患
者
数
は
増
加
し
て
い

る
。
外
来
患
者
数
は
、
か
か
り
つ

け
医
へ
の
逆
紹
介
率
が
２５
年
度
の

５３
・
０
％
か
ら
、
２６
年
度
は
７３
・

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
約
２０
％
上

昇
し
て
い
る
。

　
　
　
有※
１
収
率
向
上
へ
の
対
策
は

ど
う
か
。
ま
た
、
他
自
治
体
と
の

比
較
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
県
庁

所
在
地
で
４
番
目
で
あ
り
、
今
後

も
給
・
配
水
管
の
漏
水
調
査
や
、

老
朽
管
の
計
画
的
な
更
新
で
、
有

収
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
下
水
道
利
用
率
が
９１
・

１３
％
だ
が
、
接
続
し
て
い
な
い
主

な
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
接
続
す

る
よ
う
働
き
か
け
は
し
て
い
る�

病
院
事
業

委
員

済
生
館
管
理
課
長

水
道
事
業

委
員

水
道
管
路
維
持
課
長

公
共
下
水
道
事
業

委
員

の
か
。

　
　
　
　
　
経
済
的
な
理
由
が
多

い
が
、
平
成
２７
年
度
か
ら
普
及
相

談
員
と
し
て
再
任
用
職
員
を
１
人

配
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
し
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
１

万
人
を
突
破
し
た
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
な
ど
も
検
討
し
て
お
り
、
参

加
の
意
向
確
認
を
し
て
い
る
。

営
業
課
長

介
護
保
険
事
業

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
出
産
育
児
一
時
金
の
当
初

の
見
込
み
と
支
給
件
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
予
算

で
は
１
８
０
件
を
見
込
み
、
実
績

と
し
て
１
５
７
件
支
給
し
て
い
る
。

　
　
　
近
年
、
民
間
駐
車
場
が
増

え
て
い
る
が
、
料
金
の
見
直
し
は

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
料
金
値
下
げ
を

行
え
ば
、
民
業
圧
迫
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
た
め
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
事
業

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

駐
車
場
事
業

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
霞
城
公
園
整
備
は

長
期
の
計
画
だ
が
、
早
期

完
成
に
向
け
た
計
画
変
更

は
検
討
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
体
育
施

設
な
ど
が
早
期
撤
退
と
な

れ
ば
、
早
期
完
成
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
本
丸
一
文
字
門
枡
型

土
塀
の
復
原
、
本
丸
御

殿
広
場
と
二
ノ
丸
土
塁

の
発
掘
調
査
、
二
ノ
丸

土
塁
の
園
路
、
植
栽
な

ど
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

▲早期完成が望まれる霞城公園

　採決の方法は、簡易採決や起立採 
決、記名投票での採決があるけど、山
形市議会では、１２月定例会から新しく
電子採決が導入されるんだよ。今まで
の記名投票は、賛成は白色、反対は青
色の札を投票箱に入れてたけど、議席
にある押しボタンで投票できるように
なるんだ。会議の時間が短縮されて、
結果もすぐディスプレイに色分けして
表示されるから、とても分かりやすく
なるよ。

A

本会議での採
※２

決方法が
変わるベニ？Q

議会あれ
　　 これ

はながたベニちゃんの

教えて！！

※１　有収率…給水する水量と、料金として収入のあった水量との比率。
※２　採決…議案の採否を議員の賛否をとって決めること。
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放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
等
事
業
費

補
助
金�

１
億
５
４
２
８
万
円

　
　
　
補
助
金
の
対
象
と
な
る
要

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
質
の

向
上
と
、
支
援
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
の
補
助
金
で
す
。

委
員ふ

る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

１
５
５
０
万
円

　
　
　
業
務
の
一
部
を
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
付

申
し
込
み
手
続
き
の
利
便
性
向
上

や
寄
付
者
へ
の
特
典
送
付
の
迅
速

化
、
戦
略
的
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運

営
す
る
専
門
業
者
に
ふ
る
さ
と

納
税
の
業
務
の
一
部
を
委
託
し
、

寄
付
の
申
し
込
み
や
特
典
の
発

送
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
で
、

寄
付
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。

委
員

山
形
ま
る
ご
と
推
進
課
長

件
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
を
委
託

さ
れ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
対
象
と
な
る
。

　
　
　
対
象
要
件
に
常
勤
や
非
常

勤
な
ど
の
区
分
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
度

は
区
分
は
無
か
っ
た
が
、
２７
年
度

か
ら
常
勤
は
２
８
３
万
１
０
０
０

円
、
非
常
勤
を
含
む
場
合
は
１
５

３
万
９
０
０
０
円
の
上
限
額
と

な
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

　
　
　
支
援
員
の
新
規
採
用
は
対

象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
開
所
時
間
延

長
と
支
援
員
の
処
遇
改
善
の
観
点

が
あ
り
、
申
請
時
点
で
主
担
当
と

し
て
働
い
て
い
る
方
が
対
象
と
な

る
。
新
規
採
用
は
対
象
と
な
ら
な

い
。

　
　
　
補
助
金
の
交
付
は
い
つ
頃

な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１１
月
末
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
年
内
中
に
は

交
付
し
た
い
。

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
運
営
業
務

委
託�

５
２
５
万
円

　
　
　
補
正
額
を
算
定
し
た
根
拠

は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
の
予
想

を
超
え
る
利
用
が
あ
り
、
安
全
管

理
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
人

員
の
増
加
で
あ
る
。
開
館
前
や
夜

間
帯
の
パ
ー
ト
勤
務
と
交
代
勤
務

に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
の
賃
金

な
ど
を
含
め
て
い
る
。

　
　
　
職
員
の
配
置
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

　
児
童
遊
戯
施
設
べ
に
っ
こ
ひ

ろ
ば
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
、

安
全
管
理
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
今
回
増
員
さ
れ
る
職
員
の

採
用
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
従
事
職
員
の

採
用
は
受
託
者
で
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
運
営
業
務
委
託
契
約
の
仕

様
書
の
中
で
、
従
事
す
る
職
員
に

資
格
な
ど
を
条
件
付
け
る
と
と
も

に
、
業
務
内
容
な
ど
を
詳
細
に
規

定
し
て
い
る
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
時
間

帯
に
よ
り
異
な
る
が
、
最

も
利
用
が
多
い
平
日
１０
時

か
ら
１６
時
３０
分
の
時
間
帯

で
、
屋
内
と
屋
外
を
合
わ

せ
て
２
人
増
や
し
９
人
の

配
置
と
な
る
。

　
　
　
天
童
市
の
児
童
遊

戯
施
設
で
は
多
く
の
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

９
人
で
問
題
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
受
託

者
側
と
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
の
状

況
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
と

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

ま
る
ご
と
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー

事
業
委
託�

２
０
０
０
万
円

　
　
　
風
評
被
害
な
ど
で
観
光
客

が
落
ち
込
ん
だ
蔵
王
へ
の
誘
客
が

目
的
だ
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得

す
る
た
め
の
方
法
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
宿
泊
の
受
け
入

れ
先
で
あ
る
蔵
王
温
泉
で
も
、
次

に
つ
な
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

お
も
て
な
し
が
で
き
る
の
か
を
話

し
合
っ
て
い
る
。

　
冬
の
蔵
王
プ
ラ
ン
に
特
化
し

た
ツ
ア
ー
の
企
画
を
旅
行
会
社

と
連
携
し
て
行
い
、
蔵
王
へ
の

観
光
客
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

▲べにっこひろばの安全管理体制を充実

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

�

補
正
予
算
を
計
上

補 正 予 算

●道路維持補修経費
　�  １億６，０００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

９月の主な補正予算
一般会計 ４億６４１万円

●放課後児童支援員等処遇改善等事業費補助金
　�  １億５，４２８万円

●まるごとプレミアムツアー事業委託料
　�  ２，０００万円

●ふるさと納税推進事業費
　�  １，５５０万円

●べにっこひろば運営業務委託料
　�  ５２５万円
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ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

１
５
５
０
万
円

　
　
　
業
務
の
一
部
を
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
付

申
し
込
み
手
続
き
の
利
便
性
向
上

や
寄
付
者
へ
の
特
典
送
付
の
迅
速

化
、
戦
略
的
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運

営
す
る
専
門
業
者
に
ふ
る
さ
と

納
税
の
業
務
の
一
部
を
委
託
し
、

寄
付
の
申
し
込
み
や
特
典
の
発

送
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
で
、

寄
付
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。

委
員

山
形
ま
る
ご
と
推
進
課
長

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　
　
　
多
く
の
自
治
体
が
委
託
し

て
い
る
大
手
の
事
業
者
に
委
託
す

る
こ
と
で
、
他
の
自
治
体
と
の
差

別
化
が
で
き
な
く
な
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
者
を
比
較
検
討
し
て

い
る
。
返
礼
品
で
独
自
性
を
い
か

に
出
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
返
礼
品
の
選
定
な
ど
に
市

と
し
て
大
き
く
関
わ
っ
て
い
く
。

　
　
　
寄
付
金
の
見
込
額
を
補
正

し
た
根
拠
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月

か
ら
１１
月
ま
で
は
、
平
成
２７
年
度

委
員

山
形
ま
る
ご
と
推
進
課
長

委
員

山
形
ま
る
ご
と
推
進
課
長

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

を
実
質
的
に
活
用
で
き
る
の
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２７
年

度
は
歳
入
を
６
２
５
０
万
円
、
歳

出
を
２
４
５
６
万
円
と
見
込
ん
で

お
り
、
約
６０
％
の
利
益
率
を
見
込

ん
で
い
る
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
無
断
使
用
に
係
る

損
害
賠
償
金�

１
３
８
万
円

　
　
　
公
民
館
で
は
市
民
向
け
の

広
報
紙
で
多
く
の
イ
ラ
ス
ト
を
使

用
す
る
と
思
う
が
、
町
内
会
な
ど

か
ら
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

は
、ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
依
頼
が

あ
っ
た
原
稿
の
イ
ラ
ス
ト
デ
ー
タ

は
、
著
作
権
な
ど
の
確
認
が
で
き

る
も
の
以
外
は
使
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
。
公
認
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
許
可
を
も

ら
っ
て
い
る
も
の
を
使
う
な
ど
、

慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い
く
。

　
　
　
知
的
財
産
を
所
管
す
る
専

門
部
署
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

委
員

山
形
ま
る
ご
と
推
進
課
長

　
市
の
広
報
物
に
、
著
作
権
者

の
許
可
を
得
ず
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
使
用
し
た
こ
と
に
係

る
、
損
害
賠
償
金
を
支
払
い
ま

す
。

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

委
員

な
い
か
。

　
　
　
　
　
外
部
の
著
作
物
を
市

が
使
用
す
る
場
合
の
法
的
な
留
意

事
項
や
全
国
の
前
例
を
蓄
積
し
今

後
に
生
か
し
て
い
く
。
市
の
著
作

物
に
お
い
て
は
、
法
務
担
当
が
相

談
に
の
り
な
が
ら
、
各
部
門
で
対

応
し
て
い
く
。

道
路
維
持
補
修
経
費

�

１
億
６
０
０
０
万
円

　
　
　
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
が

課
題
と
な
る
な
か
、
道
路
の
舗
装

や
側
溝
な
ど
の
耐
用
年
数
の
技
術

総
務
部
長

　
市
民
生
活
に
直
結
し
た
市
道

の
側
溝
・
水
路
の
維
持
補
修
を

行
い
ま
す
。

委
員

改
良
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
技
術
革
新
が
進

み
、
以
前
の
も
の
に
比
べ
て
長
持

ち
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日

頃
か
ら
情
報
収
集
し
、
新
し
い
も

の
を
十
分
に
検
討
し
な
が
ら
採
用

し
て
い
る
。

　
　
　
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
道

路
の
維
持
補
修
に
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
５

億
円
程
度
を
ベ
ー
ス
に
し
、
平
成

２１
年
度
か
ら
は
、
経
済
対
策
と
し

て
補
正
を
し
な
が
ら
７
億
円
程
度

を
確
保
し
て
き
た
。
長
寿
命
化
対

策
の
予
防
保
全
的
な
補
修
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
国
の
交
付
金
な
ど

の
財
源
を
も
と
に
計
画
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

道
路
維
持
課
長

委
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

▲山形市の魅力がつまったふるさと納税カタログ

▲技術革新が進んでいる側溝・水路

の
実
績
と
２６
年
度
の
実
績

に
よ
り
算
定
し
、
１２
月
以

降
は
委
託
効
果
な
ど
の
伸

び
率
を
考
慮
し
て
見
込
ん

で
い
る
。

　
　
　
寄
付
に
対
す
る
返

礼
率
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
寄
付
額
を
伸
ば
し
て
い

る
多
く
の
自
治
体
の
返
礼

率
は
、寄
付
額
の
約
５
割
と

な
っ
て
い
る
。
２８
年
度
に

向
け
て
、
返
礼
率
と
返
礼

品
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

委
員

山
形
ま
る
ご
と
推
進
課
長
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教

育

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
無
断
使
用

に
係
る
損
害
賠
償
の
額
に
同
意

　
　
　
損
害
賠
償
の
支
払
い
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
し

た
４
点
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
株
式
会

社
ア
ー
ト
バ
ン
ク
と
２
人
の
著
作

権
者
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
賠
償
金
は
、
一
括
し
て

株
式
会
社
ア
ー
ト
バ
ン
ク
に
支
払

う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
今
後
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
も
の
は
使
用
し
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
今
回
の
事
例
を
受
け
て
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
取
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
画
像
な
ど
を
コ
ピ
ー

し
よ
う
と
す
る
際
に
警
告
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
出
る
よ
う
、
全
庁
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
今
後
、
職
員
が
イ
ラ
ス
ト

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
魅
力
の
な
い
紙
面
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

は
な
が
た
ベ
ニ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、

使
用
で
き
る
イ
ラ
ス
ト
集
を
作
成

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

委
員

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
が

イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
、
庁
舎
内
で

共
有
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

が
、
著
作
権
と
の
関
係
で
、
独
自

の
作
品
だ
と
判
断
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
の

か
、
専
門
家
の
意
見
な
ど
も
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
民
か
ら
山
形
の
イ
メ
ー

ジ
に
あ
っ
た
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
す

る
な
ど
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
作
権

の
問
題
も
あ
る
が
、
審
査
や
取
り

扱
い
の
方
法
も
含
め
、
全
庁
的
に

関
係
す
る
部
署
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

社
会
教
育
青
少
年
課
長

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

常任委員会

４つの委員会を開催しました

監 査 意 見 書 要 旨

　給水人口が減少傾向にあることや節水型機器の普及など
により、水道水の需要は減少傾向にあり、今後も需要の増
加は見込めない状況である。一方、松原浄水場小水力発電
設備の導入等により動力費など費用の節減を図るとともに
給水能力の縮小を見据えた施設規模の適正化等に取り組ま
れているものの、耐用年数を迎える配水管や浄配水施設の
更新等に係る建設改良費の計上が引き続き見込まれること
などから、今後とも施設規模や稼働状況の効率化等を図り、
将来の水需要を考慮した一層の経営基盤の強化に努められ
たい。
　また、災害時において安全で安定した水供給を図るため、
主要３水系の水融通バックアップ体制の強化等に取り組ま
れているが、引き続き災害対策と危機管理体制の強化に努
められたい。
　新会計基準への移行により、経済状況をより的確に把握
することが可能となったことから、今後とも効率的な企業
経営に取り組まれるよう要望する。

水 道
　平成２６年度から新たにクレジットカード払いを導入し、
納付の利便性のさらなる向上を図っているが、今後も受益
者負担の公平性を確保するため、一層の未収金対策に努め
られたい。
　また、下水道処理区域内における平成２６年度の未利用人
口が約２万１，６００人となっている状況であり、積極的な利
用促進を働きかけ、下水道使用料の確保に努められたい。
　企業債の未償還残高は依然として多額であり、経年劣化
している施設の改築更新や耐震化などにより、維持更新経
費の増加が見込まれることから、施設の長寿命化を推進す
るとともに更新の時期の適正化を図り、計画的な事業の執
行に努められたい。
　新会計基準への移行により、経営状況をより的確に把握
することが可能となったことから、今後とも効率的な企業
経営に取り組まれるよう要望する。

公 共 下 水 道
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市
の
基
本
構
想
の
理
念
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
公
約
を
踏
ま
え
た
５

カ
年
の
経
営
計
画
を
策
定
の
う
え
、

政
策
を
逐
次
実
行
し
、
市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
、
全
身
全
霊
で
頑

張
っ
て
い
く
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
会
を
代
表
し
て
、
翔
政
会
会
長

の
丸
子
善
弘
議
員
が
、
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

め
、
地
元
企
業
の
支
援
や
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
確
保
の
ほ
か
、
教

育
や
子
育
て
環
境
の
よ
り
一
層
の

充
実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
ま
ち
の
総
合
的
な
魅
力
を

高
め
る
政
策
を
進
め
て
い
く
。
さ

ら
に
山
形
市
の
す
ば
ら
し
い
食
と

農
業
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
生

か
し
て
、
観
光
を
は
じ
め
と
し
た

交
流
人
口
の
増
加
も
進
め
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
政
策
の
実
現
に
向
け
、

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
や
ふ
れ

あ
い
の
場
を
大
切
に
、
市
民
目
線

の
行
政
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
平
成
１８
年
に
議
決
さ
れ
た
山
形

　
９
月
定
例
会
は
、
佐
藤
孝
弘
市

長
就
任
後
初
め
て
の
議
会
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
佐
藤
市
長

か
ら
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
長
は
「
山
形
市

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
山
形

市
を
世
界
に
誇
る
健
康
・
安
心
の

ま
ち
に
す
る
健
康
医
療
先
進
都
市

を
目
指
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま

人
口
が
減
っ
て
い
け
ば
、
商
工
業

を
は
じ
め
、
全
て
の
産
業
に
大
き

な
影
響
が
お
よ
び
、
街
の
活
気
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
。
一
刻
も
早
く

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

佐
藤
孝
弘
新
市
長

　
　
　
就
任
あ
い
さ
つ

▲就任のあいさつを述べる佐藤市長

▲歓迎の言葉を述べる丸子議員

▲副市長に選任されあいさつする齋藤順治氏

齋
藤
氏
の
副
市
長
選
任
に

全
会
一
致
で
同
意

　
平
成
２７
年
９
月
２８
日
よ
り
不
在

と
な
っ
て
い
た
副
市
長
に
、
齋さ
い
藤と
う

順じ
ゅ
ん
治じ

氏
（
総
務
部
長
、
北
町
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

平 成26年 度 決 算

　市税収入は、前年度に比べ若干増加しているが、引き続
き、受益者負担金の適正化、財産の有効活用など一層の歳
入の確保に努められたい。
　歳出については、扶助費などの義務的経費が増加傾向に
あり、体育施設の整備や老朽化した施設の対応など大規模
な施設整備費用が見込まれるほか、中核市への移行を目指
すことにより新しい行政需要も想定されるため、これまで
以上に施策・事業の選択と集中を図り第５次行財政改革プ
ランの着実な推進に努められたい。
　また、「みんなで創る『山形らしさ』が輝くまち」の実
現に向け、引き続き、第２期経営計画の推進に積極的に取
り組まれるよう要望する。

一 般・ 特 別
　経営の効率性を示す総収支比率、経常収支比率並びに医
業収支比率は、いずれも前年度に比べ低くなっている。患
者数の減少傾向により、今後も医業収益の大幅な増加は見
込めない状況にあることなどから、より一層の経営の効率
化に努められたい。
　クレジットカード払い、コンビニエンスストア収納など
多様な収納手段の拡充や簡易裁判所の支払督促制度を活用
するなどの取り組みが一定の成果を上げているが、受益者
負担の公平性を確保するため、引き続き未収金対策に努め
られたい。
　地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点病院として、
地域医療機関と連携強化を図りながら、質の高い高度医療
の提供に取り組んでいる。平成２７年度は済生館３カ年計画
の最終年度となるが、諸施策の着実な実現に向けて、引き
続き努力されたい。併せて、新会計基準への移行により、経�
営状況をより的確に把握することが可能となったことから、
今後とも効率的な企業経営に取り組まれるよう要望する。

済 生 館
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●議決の結果は、１３ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
３
号
継
続

人種差別を扇動するヘイ
トスピーチを禁止し処罰
する法律の制定を求める
ことについて 阿曽　　隆

佐藤　秀明 総　務 継続審査
在日本大韓民国民団
山形県地方本部
団長　車　壽鎔

第
８
号
継
続

年金積立金の安全かつ確
実な運用に関することに
ついて 遠藤　吉久

佐藤亜希子 厚　生 継続審査
連合山形地域協議会
議長　渡辺祐二

第
９
号
新
規

安全保障関連法を廃止す
ることを国に求める意見
書の提出について 阿曽　　隆

佐藤　秀明 総　務
不採択

山形地区平和センター
議長　有川正彦

陳　
　
情

第
２
号
新
規

外国人の扶養控除制度の
見直しを求める意見書の
採択について 総　務 配付のみ

小坪慎也

　９月定例会で審議された請願は、新たに提出された１件と継続審
査中の２件です。陳情は、新たに提出された１件を所管する委員会
に配付しました。各委員会での審査結果は以下の通りです。

請願・陳情意
見
書
（
要
旨
）

　
９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

安
全
保
障
関
連
法
を
廃
止
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
政
府
は
、
本
年
７
月
１５
日
の
衆

議
院
特
別
委
員
会
お
よ
び
翌
１６
日

の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
平

和
安
全
法
整
備
法
案
お
よ
び
国
際

平
和
支
援
法
案
（
以
下
「
安
保
関

連
法
案
」「
本
法
案
」）
を
強
行
採

決
し
、
ま
た
、
本
年
９
月
１７
日
に

参
議
院
特
別
委
員
会
で
本
法
案
の

採
決
を
強
行
、
そ
し
て
同
月
１９
日

未
明
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・

成
立
さ
せ
た
。

　
こ
の
安
保
関
連
法
案
は
、
衆
・

参
特
別
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人

を
は
じ
め
、
多
く
の
憲
法
学
者
、

有
識
者
、
文
化
人
ら
が
違
憲
で
あ

る
と
断
じ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
歴
代
の
内
閣
は
、「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
憲
法
上

許
さ
れ
な
い
」
と
し
、「
自
衛
権

の
行
使
は
、
我
が
国
を
防
衛
す
る

た
め
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
と
ど

ま
る
べ
き
で
あ
る
」と
の
解
釈
で
、

３０
年
以
上
も
こ
う
し
た
立
場
を
維

持
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
解
釈

を
一
政
府
が
一
蹴
し
、
本
法
案
を

成
立
さ
せ
た
こ
と
は
、立
憲
主
義
、

国
民
主
権
を
根
底
か
ら
否
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
国
民
の
声
で
あ
る
世
論
調
査
で

は
、
本
法
案
成
立
に
つ
い
て
「
反

対
」
が
「
賛
成
」
を
上
回
り
、
ま

た
、
国
会
で
の
本
法
案
を
め
ぐ
る

政
府
説
明
が
国
民
に
対
し
「
十
分

で
は
な
い
」と
の
声
が
多
く
あ
る
。

　
日
本
は
集
団
的
自
衛
権
等
を
行

使
す
る
の
で
は
な
く
、
平
和
憲
法

の
下
で
外
交
、経
済
・
文
化
交
流
、

災
害
や
貧
困
な
ど
の
支
援
に
よ
っ

て
日
本
と
世
界
平
和
に
寄
与
す
べ

き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
安

全
保
障
関
連
法
を
廃
止
す
る
よ
う
、

強
く
求
め
る
。

７ 月 臨 時 会

▲７月臨時会であいさつする市川昭男市長

　７月臨時会を７月１６日に開催しました。平成２７年度一般会計補正予算と、
工事請負契約の締結について（山形市新野球場建設建築工事・電気設備工
事・機械設備工事）の議案４件が上程され、総務、産業文教委員会に付託
し審査を行いました。審査終了後に本会議を再開し、委員長報告を受けた
後、採択した結果、工事請負契約については賛成多数で同意。平成２７年度
一般会計補正予算は全員異議なく
可決しました。
　また、任期満了により最後の議
会となる市川昭男市長から議員へ
のあいさつが述べられ、議会を代
表して翔政会会長の丸子善弘議員
からお別れと感謝のことばが述べ
られました。

（ ）議決結果
は採択
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議決議案一覧（７月臨時会）

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表

◆�○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席　　◆�石澤秀夫議長は採決に加わらない。

� 会派
� 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 斎
藤
武
弘
副
議
長

石
澤
秀
夫
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

尾
形
源
二

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

議 第 ６２ 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意
議 第 ６３ 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意
議 第 ６４ 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意
議会案第７号 × × × × × × × × × × × 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － 可決
請 願 第 ９ 号 × × × × × × × × × × × 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － 採択

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６１号 平成２７年度山形市一般会計補正予算
　蔵王ジャンプ台に照明設備を設置するための補正予算です。

可決
（全会一致）

議第６２号 工事請負契約の締結について（山形市新野球場建設建築工事） 同意
（賛成多数）

議第６３号 工事請負契約の締結について（山形市新野球場建設電気設備工事） 同意
（賛成多数）

議第６４号 工事請負契約の締結について（山形市新野球場建設機械設備工事） 同意
（賛成多数）

議決議案一覧（９月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６５号 平成２６年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 認定
（全会一致）

議第６６号

～

議第６８号

平成２６年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成２６年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成２６年度山形市立病院済生館事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第６９号
平成２７年度山形市一般会計補正予算
　子育ての推進に係る事業、まるごとプレミアムツアー事業、ふるさと納税推進事業、側溝・水
路等に係る維持補修などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第７０号 損害賠償の額の決定について
　イラストレーション著作権侵害に係る損害賠償金を支払うものです。

同意
（全会一致）

議第７１号 山形市副市長の選任について
　内容は１１ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第６号

山形市議会会議規則の一部改正について
　電子表決システムによる投票に関する規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議会案
第７号

安全保障関連法を廃止することを求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（賛成多数）

13

平成27年12月1日／194号
やまがた市議会報



公
約
実
現
に
向
け
て

邁ま
い

進し
ん

せ
よ
！丸

子　
善
弘 

議
員

　
　
人
口
３０
万
人
都
市
を
実
現
す

る
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と

思
う
が
、
実
現
に
向
け
た
考
え
は

ど
う
か
。

Q

　
　
定
住
人
口
の
増
加
対
策
と
し

て
、
地
元
企
業
の
支
援
や
企
業
誘

致
で
雇
用
を
生
み
出
し
、
県
都
に

ふ
さ
わ
し
い
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子

育
て
環
境
の
実
現
や
福
祉
・
医
療

A

環
境
の
向
上
な
ど
、
ま
ち
の
総
合

的
な
魅
力
を
高
め
る
施
策
を
積
極

的
に
実
行
し
て
い
く
。
一
方
で
、

交
流
人
口
の
増
加
も
重
要
で
あ
り
、

仙
山
交
流
の
強
化
を
軸
に
進
め
、

仙
台
市
と
包
括
的
な
連
携
協
定
を

締
結
し
、
仙
台
圏
か
ら
の
誘
客
を

増
や
し
、
市
内
で
の
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市

内
各
所
に
潜
在
す
る
観
光
資
源
を

新
た
な
目
玉
と
し
て
活
用
し
、
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
健
康
医
療
先
進
都

市
を
公
約
に
掲
げ
た
が
、
健
康
・

医
療
が
最
先
端
な
も
の
と
し
て
花

ひ
ら
く
ま
ち
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
本
市
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
重
粒
子
線
が
ん

治
療
施
設
や
市
内
の
総
合
病
院
な

ど
を
中
核
と
し
て
、
関
連
す
る
産

業
を
誘
致
し
集
積
す
る
こ
と
で
新

た
な
雇
用
も
生
み
出
し
、
治
療
を

受
け
に
来
る
人
や
そ
の
家
族
、
研

究
や
研
修
で
訪
れ
る
人
な
ど
で
賑

わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

相
乗
効
果
の
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
市
政
に
お
け
る

取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た

な
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
加
え

て
い
く
の
か
。

　
　
地
方
版
総
合
戦
略
と
合
わ
せ

QA

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
緑

政

会
）

斎
藤　
淳
一
市
長
選
立
候
補
、
新
年
度
予
算
の
編
成
、
今
後
の

政
策
決
定
、
人
口
減
少
対
策
事
業
、
市
街
化
調
整

区
域
の
見
直
し　
ほ
か

川
口　
充
律

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

市
長
公
約
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
政
策
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
、安
保
関
連
法
、生
活
保
護
世
帯
の
増
加
、

気
象
変
化
へ
の
対
応　
ほ
か

折
原　
政
信

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

流
れ
を
変
え
る
！
希
望
の
山
形
へ
、
健
康
医
療
先

進
都
市
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
、
人
口

３０
万
人
！
県
都
ら
し
い
県
都
へ
！　
ほ
か

今
野　
誠
一

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

市
政
全
般
、
安
全
保
障
関
連
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
山
形

の
農
業
、
道
の
駅

（
翔

政

会
）

浅
野　
弥
史
企
業
誘
致
、山
形
と
仙
台
の
交
流
、子
育
て
支
援
、

地
方
版
総
合
戦
略
、
観
光
施
策

（
緑

政

会
）

武
田　
　
聡
市
長
選
挙
公
約
実
現
へ
向
け
た
シ
ナ
リ
オ
は
、
他

の
課
題
へ
の
取
り
組
み
は

丸
子　
善
弘

（
翔

政

会
）
市
長
の
公
約

加
藤　
　
孝

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

平
和
問
題
関
連
、
双
葉
小
学
校
の
跡
地
利
用
、
西

部
地
区
の
児
童
減
少
と
今
後
の
対
応
方
針
、
古
文

書
の
調
査
及
び
管
理　
ほ
か

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
１０
月

１４
日
と
１５
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。
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増
加
す
る
生
活
困
窮
者

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
を

川
口　
充
律 
議
員

　
　
生
活
困
窮
者
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
は
、
数
値
目
標
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
国
が
示
し
た
新
規
相
談
受
付

件
数
や
プ
ラ
ン
作
成
件
数
、
就
労

支
援
対
象
者
数
、
就
労
・
増
収
率

の
目
安
値
を
目
標
と
し
て
当
面
は

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
生
活
保
護
を
受
け
さ
せ
な
い

た
め
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
や
状
況
に

応
じ
た
適
切
な
支
援
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

QAQA て
、
平
成
２７
年
度
中
に
新
し
い
経

営
計
画
を
策
定
す
る
。
そ
の
過
程

に
お
い
て
現
在
行
っ
て
い
る
事
業

と
の
擦
り
合
わ
せ
や
進
行
状
況
を

考
慮
し
、
優
先
順
位
を
決
め
て
い

く
。

　
　
今
後
、
土
地
の
開
発
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
、
市
街
化
調
整
区

域
の
問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
を
は
じ
め

と
し
た
土
地
利
用
は
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
大
き
く
は
線
引
き
の
変

更
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
中
で
目

的
を
果
た
す
た
め
に
最
適
な
方
法

が
あ
れ
ば
検
討
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
合
併
に
は
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
経
済
圏
が
一
体
の
地
域
が
あ

れ
ば
、
合
併
す
る
こ
と
で
統
一
的

な
施
策
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
行
政
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
公
約
実
現
に
向
け
て
財
源
確

保
の
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
市
の
遊
休
財
産
の
有
効
活
用

や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
市
の
努

力
に
よ
っ
て
財
源
を
増
や
せ
る
も

の
を
徹
底
し
て
増
や
し
て
い
く
。

　
　
公
約
の
実
現
に
は
、
国
や
県

と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
連
携
し
て
相
乗
効
果
を
生
む

も
の
は
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q

AQ

AQA

QA

　
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
対
し
て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
時
の

補
助
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
現
段
階
で
の
補
助
は
考
え
て

い
な
い
。
な
お
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉

関
係
者
や
地
域
に
よ
る
声
が
け
や

見
守
り
を
行
う
中
で
、
熱
中
症
予

防
対
策
の
周
知
を
す
る
よ
う
関
係

団
体
に
も
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
す
る

考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
原
子
力
発
電
は
安
全
性
の
確

保
を
大
前
提
と
し
、
極
力
減
ら
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

原
子
力
発
電
を
排
除
し
た
電
源
構

成
へ
の
移
行
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

本
市
の
自
然
を
生
か
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
も
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
安
全
保
障
関
連
法
に
対
す
る

考
え
は
ど
う
か
。

　
　
近
年
の
日
本
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
の
変
化
か
ら
、
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
政
府

は
今
後
、
附
帯
決
議
に
盛
り
込
ま

れ
た
国
会
の
関
与
を
強
め
る
点
を

徹
底
し
て
遵
守
す
る
と
と
も
に
、

国
民
の
不
安
や
懸
念
に
対
し
て
丁

寧
な
説
明
を
続
け
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
平

和
都
市
宣
言
事
業
な
ど
の
平
和
推

進
の
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、

市
民
と
と
も
に
平
和
の
尊
さ
を
再

認
識
し
、
平
和
の
輪
を
広
げ
て
い

く
。

　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、

立
体
駐
車
場
を
設
置
す
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
限
ら
れ
た
敷
地
内
に
多
く
の

駐
車
台
数
を
確
保
す
る
た
め
に
は

効
果
的
な
方
法
だ
と
思
う
が
、
設

置
費
用
と
維
持
費
用
の
負
担
が
大

き
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
整
備
の
予
定
は
な

い
。
引
き
続
き
、
大
会
な
ど
が
重

な
っ
た
時
の
駐
車
台
数
や
周
辺
道

路
の
状
況
な
ど
の
把
握
を
行
い
、

今
後
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
公
約
の
実
現
に
向
け
て
財
政

負
担
が
一
番
の
課
題
と
な
る
。
南

沼
原
小
学
校
の
早
期
建
設
に
は
、

相
当
な
財
政
負
担
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
公
約
を
実
現
す
る
た
め
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
財
政
の
制
約
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
優
先
順
位
を

し
っ
か
り
と
定
め
た
上
で
進
め
て

い
き
た
い
。

QAQA

QAQ

AQA

▲生活困窮者への適切な支援策を ▲県都にふさわしいトップクラスの子育て環境を
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魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
で

県
都
市
山
形
に
元
気
と
希
望
を

折
原　
政
信 

議
員

双
葉
小
学
校
跡
地
利
用
策
を

早
急
に
示
せ加

藤　
　
孝 

議
員

※１　生活支援コーディネーター…�高齢者の在宅生活を支援するための介護予防生活支援サービスの創出や担い手の養成など、地域支え合い体制
を推進する人。

※２　東京圏高齢化危機回避戦略…�東京圏の高齢者が今後急増し、深刻な医療・介護サービス不足に陥るとして、日本創生会議が高齢者の地方移
住を提言した。受け入れ能力のある４１の候補地の１つとして山形市が選定されている。

　
　
双
葉
小
学
校
跡
地
の
利
活
用

と
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
高

齢
者
福
祉
施
設
誘
致
の
可
能
性
を

QA

双
葉
小
跡
地
利
活
用
委
員
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
、
で
き
る

だ
け
早
く
跡
地
利
用
策
を
決
定
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
を
基
軸

と
し
た
取
り
組
み
を
一
体
的
に
進

め
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
組

織
づ
く
り
を
行
う
の
か
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
の
推
進

は
非
常
に
幅
広
い
分
野
が
関
係
す

る
た
め
、
庁
内
横
断
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

形
で
推
進
し
て
い
く
。
庁
内
で
協

議
の
上
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で

立
ち
上
げ
た
い
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

市
街
地
公
民
館
に
、
生※
１

活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て

は
ど
う
か
。ま
た
、福
祉
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
総
合
相
談
拠
点
を
設
置
し

QAQ

　
　
双
葉
小
学
校
跡
地
利
活
用
策

へ
の
市
長
直
属
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
総
合
戦
略

に
盛
り
込
む
べ
き
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
地
域
の
声
を
十
分
に
聞
き
、

市
長
自
ら
が
情
報
を
集
め
て
い
く

こ
と
を
含
め
、
関
係
機
関
か
ら
幅

広
く
情
報
を
得
て
、
な
る
べ
く
早

く
決
定
し
て
い
き
た
い
。
跡
地
利

用
の
方
向
性
が
見
え
た
段
階
で
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
国
会
で
最
大
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
安
全
保
障
関
連
法
に
関
す

る
自
ら
の
考
え
を
述
べ
、
市
長
選

で
市
民
の
審
判
を
受
け
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

　
　
市
長
選
で
積
極
的
に
訴
え
な

か
っ
た
の
は
、
関
係
な
い
と
考
え

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
市
が
直
接

権
限
を
持
っ
て
い
る
市
民
の
一
番

身
近
な
課
題
を
訴
え
る
こ
と
を
よ

り
重
視
し
て
戦
っ
た
。

　
　
平
和
都
市
宣
言
に
基
づ
く
平

和
関
連
事
業
に
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
平
和
劇
場
や
恒
久
平
和
を
願

う
千
年
和
鐘
打
鐘
式
な
ど
の
取
り

組
み
を
継
続
し
、
市
民
と
と
も
に

平
和
の
和
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

QA

QA

QA

て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

現
場
関
係
者
と
十
分
に
協
議
し
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

も
含
め
て
、
地
域
特
性
に
応
じ
た

効
果
的
な
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

総
合
相
談
拠
点
は
、
先
進
自
治
体

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
副
市
長
を
二
人
制
と
し
、
そ

の
う
ち
一
人
を
中
央
省
庁
か
ら
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
一
人
制
で
ス

タ
ー
ト
し
た
い
。
公
約
に
掲
げ
た

政
策
を
進
め
る
上
で
、
足
ら
ざ
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
二
人
制
も
検
討

し
て
い
く
。

　
　
各
省
庁
か
ら
有
望
な
人
材
を

受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
政
府
と
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
公
約
で
掲
げ
た
政
策
を
進
め

て
い
く
中
で
、
組
織
や
人
材
の
体

制
を
考
え
て
い
く
。
国
と
の
連
携

も
必
要
に
な
る
た
め
、
今
後
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
東※
２
京
圏
高
齢
化
危
機
回
避
戦

略
に
示
さ
れ
た
内
容
が
本
市
に
与

え
る
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
の
医
療
・
介
護
の
水
準

が
他
地
域
と
比
べ
て
高
い
と
評
価

さ
れ
た
が
、
稼
働
率
や
求
職
ニ
ー

ズ
な
ど
を
考
慮
し
た
場
合
に
、
受

け
入
れ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
公
共
交
通
の
再
生
を
目
指
す

た
め
に
、
市
内
全
体
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
う
の
か
。

　
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

策
定
の
中
で
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、
公
共
交

通
の
課
題
や
今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
布
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
購
入
費
用
の

補
助
制
度
や
自
主
防
災
組
織
へ
の

配
布
な
ど
も
併
せ
て
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、配
布
す
る
地
域
や
対
象
者
、

費
用
負
担
な
ど
、
導
入
に
向
け
た

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
南
沼
原
小
学
校
の
校
舎
建
築

へ
の
市
長
の
思
い
を
聞
い
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
あ
る
中
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の
か
。

　
　
地
域
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
最

優
先
し
て
、
協
力
を
得
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
機
会
均
等

や
平
等
性
を
重
視
し
た
校
舎
建
築

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

AQAQ

AQAQA

QAQA

▲地域みんなの思いがつまった新校舎を

16

平成27年12月1日／194号
やまがた市議会報



地
元
企
業
の
振
興
と
市
民
生
活
を

守
る
施
策
展
開
を
図
れ

今
野　
誠
一 
議
員

　
　
市
長
選
で
訴
え
た
「
市
政
刷

新
」「
か
え
る
！
変
わ
る
！
」
の

具
体
的
な
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
３
つ
の
意
味
が
あ
り
、
具
体

的
に
は
公
約
の
中
身
と
な
る
。
仙

山
交
流
は
、
仙
台
市
長
に
会
い
、

事
務
レ
ベ
ル
の
動
き
も
始
ま
っ
て

い
る
。
で
き
る
こ
と
か
ら
公
約
を

進
め
る
こ
と
自
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
呼
び
込
み
型
の
大
企
業
誘
致

は
、
地
元
の
中
小
企
業
を
核
に
し

た
地
域
循
環
型
経
済
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
単
に
企
業
を
誘
致
す
る
の
で

QAQA
　
　
西
部
地
区
の
子
ど
も
の
減
少

は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
理
解
を
得
た
上
で
、

小
中
一
貫
校
の
検
討
を
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
小
中
一
貫
校
の
新
設
も
重
要

な
選
択
肢
と
考
え
る
が
、
地
域
の

意
見
も
十
分
に
聞
い
て
い
き
た
い
。

　
　
古
文
書
に
関
す
る
市
の
窓
口

が
な
い
た
め
、
市
民
は
山
形
の
歴

史
を
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

調
査
や
管
理
を
行
う
資
料
館
な
ど

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
関
係
部
署
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
古
文
書
の
保
存
や
管
理
、
利

用
に
関
す
る
基
本
方
針
を
明
確
に

し
て
、
担
当
す
る
部
署
を
検
討
す

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
の
か
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
税
金
の
し
く
み
を
子
ど
も
た

ち
に
正
し
く
理
解
さ
せ
る
の
は
極

め
て
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
教
育
関
係
者
や
税
務
署
な
ど

で
設
置
す
る
県
租
税
教
育
推
進
協

議
で
、
租
税
教
育
副
教
材
の
作
成

や
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
協
議
会
と
と
も
に
、
租
税
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
租
税
教
室
を
積
極
的
に
開
催

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
税
理
士
会
な
ど
に
よ
る
租
税

教
室
を
、
平
成
２７
年
度
に
小
学
校

２５
校
、
中
学
校
３
校
が
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
租

税
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

QAQ

AQA

QA

QA

は
な
く
、
本
市
の
も
の
づ
く
り
産

業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
、
地
場
産

業
の
発
展
に
貢
献
す
る
企
業
誘
致

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
安
全
保
障
関
連
法
が
成
立
し

た
。
選
挙
に
は
関
係
な
い
と
し
て

い
た
が
、
今
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
今
の
日
本
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
の
変
化
か
ら
、
法
の
内

容
は
や
む
を
得
な
い
も
の
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
　
市
民
生
活
や
市
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
考
え
方
と
、
今
後

の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
影
響
度
合
い
の
分
析
や
研
究

を
し
て
い
く
。
大
き
な
経
済
圏
が

で
き
る
た
め
、
チ
ャ
ン
ス
と
な
り

得
る
部
分
を
生
か
す
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
全
容
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
国
に
求
め
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。

　
　
内
容
を
早
く
明
確
に
す
る
こ

と
を
国
に
求
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
市
と
し
て
全
容
を
知
る
努
力

も
し
て
い
く
。

　
　
米
価
下
落
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
飼
料
用
米
の
取
り
組
み
な
ど

が
進
み
需
給
が
改
善
さ
れ
た
が
、

依
然
厳
し
い
価
格
で
あ
る
。
高
値

が
期
待
で
き
る
つ
や
姫
の
作
付
け

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
県
が
開

発
中
の
山
形
１
１
２
号
に
期
待
し

て
い
る
。

　
　
ナ
ラ
シ
対
策
で
は
、
米
価
下

落
後
の
低
い
価
格
が
基
準
と
な
る

た
め
、
効
果
に
疑
問
が
あ
る
が
ど

う
か
。

　
　
平
成
２６
年
度
の
加
入
状
況
は

１
７
１
件
、
１
０
１
１
ha
で
、
ナ

ラ
シ
対
策
が
発
動
さ
れ
て
い
る
た

め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
必
要
な
制
度
と
考
え
て
い
る
。

　
　
道
の
駅
整
備
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
施
設
の
構
想
・
設
置

場
所
の
選
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
２７
年
度
は
、
道
の
駅
の
必
要

性
や
場
所
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
上
で
、
構
想
や
場
所
を
選
定

し
て
い
く
。

　
　
２７
年
度
中
に
道
の
駅
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
県
の
動
き
と

ど
の
よ
う
に
併
せ
て
い
く
の
か
。

　
　
県
の
考
え
方
も
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
県
と
連
携
し
な

が
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
て
い

き
た
い
。

QAQA

QAQAQA

QAQA

▲利用しやすい道の駅整備に期待 ▲仙台からモニターツアーでいらした皆さん
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ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
環
境
と

積
極
的
な
企
業
誘
致
の
推
進
を
！

浅
野　
弥
史 

議
員

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た

具
体
的
な
施
策
の
推
進
を
図
れ
！

武
田　
　
聡 

議
員

　
　
多
用
途
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
を
市
内
に
建
設
す
る
公
約
を
掲

げ
て
い
る
が
、
採
算
性
の
確
保
や

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
多
用
途
の

Q

課
題
、
さ
ら
に
は
企
業
や
県
と
の

費
用
負
担
の
割
合
な
ど
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
二
度
の

市
長
選
を
経
た
議
論
で
あ
り
、
建

設
候
補
地
や
期
間
な
ど
も
含
め
て

　
　
平
成
２７
年
９
月
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
た
保
育
料
の
値
上
げ
案
は

撤
回
す
る
の
か
。
ま
た
、
第
三
子

以
降
の
認
可
保
育
所
・
幼
稚
園
の

保
育
料
の
完
全
無
料
化
の
実
施
時

期
や
適
用
条
件
、
対
象
人
数
な
ど

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
保
育
料
の
値
上
げ
は
撤
回
す

る
。
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
は
、
２８
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
て
第
一
子
の
年
齢
要
件
を
１８
歳

未
満
と
す
る
方
向
で
検
討
中
で
あ

り
、
そ
の
場
合
新
た
に
対
象
と
な

る
人
数
は
約
９
０
０
名
、
必
要
と

な
る
経
費
は
２
億
円
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。

QA

早
期
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
多
目
的
に
ス
タ
ジ
ア
ム
が
使

用
で
き
る
こ
と
は
採
算
性
か
ら
み

て
も
有
効
で
あ
り
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
ス
タ
ジ
ア
ム

の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。
市
民
ニ
ー
ズ
は
、

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
意

見
を
聞
い
て
お
り
、
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
し
て
把
握
し
て
い

く
。
多
用
途
の
課
題
や
建
設
候
補

地
、
期
間
な
ど
は
、
株
式
会
社
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
と
、
県
や
他
の

自
治
体
な
ど
も
含
め
て
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
、
一
定
の
方
向
性
を

定
め
て
い
く
。

　
　
近
年
の
異
常
気
象
を
踏
ま
え
、

小
中
学
校
の
教
室
へ
の
空
調
設
備

設
置
計
画
を
前
倒
し
で
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
小
中
学
校
冷
暖
房
設
備
整
備

計
画
に
よ
り
平
成
３１
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
予
定
だ
が
、
国
の
補
助

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
早
急
に

整
備
し
て
い
く
。

　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め

に
、
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
、
早

急
な
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど

A

Q

AQ

　
　
市
南
部
へ
設
置
す
る
屋
内
型

児
童
遊
戯
施
設
の
、
設
置
場
所
や

規
模
、
設
置
時
期
な
ど
の
具
体
的

な
構
想
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
既
存
の
市
有
施
設
や
民
間
の

施
設
な
ど
、
費
用
対
効
果
を
十
分

に
考
慮
し
な
が
ら
情
報
収
集
し
、

場
所
の
選
定
や
事
業
手
法
を
精
査

し
、
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
き

た
い
。

　
　
企
業
誘
致
や
市
内
企
業
の
海

外
販
路
拡
大
と
海
外
進
出
を
支
援

す
る
部
署
を
設
置
し
、
誘
致
推
進

と
地
場
産
業
の
販
路
拡
大
な
ど
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
企
業
の
誘
致
と
新
た
な
産
業

団
地
の
開
発
、
地
元
企
業
の
雇
用

拡
大
な
ど
を
目
的
に
新
た
な
担
当

部
署
を
２８
年
度
に
新
設
し
、
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
の
積
極
的
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
企
業
誘
致
推
進
に
は
新
た
な

大
規
模
産
業
団
地
の
造
成
が
必
要

に
な
る
。
本
市
に
出
展
を
望
む
企

業
の
た
め
に
も
、
都
市
計
画
や
市

街
化
調
整
区
域
の
見
直
し
を
行
う

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
大
規
模
産
業
団
地
は
、
候
補

地
の
選
定
や
開
発
手
法
な
ど
に
多

大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。
都

市
計
画
と
市
街
化
調
整
区
域
の
見

直
し
は
、
買
い
物
や
医
療
な
ど
、

暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
の
集
積
を

図
る
地
域
拠
点
や
、
今
後
、
本
市

が
独
自
に
定
め
る
防
災
機
能
を
兼

ね
備
え
た
沿
道
業
務
地
を
位
置
づ

け
る
な
ど
、
立
地
可
能
な
土
地
利

用
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
市
長
は
航
空
・
宇
宙
関
連
産

業
の
誘
致
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る

が
、
こ
の
分
野
の
誘
致
を
検
討
し

た
理
由
は
何
か
。

　
　
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
成

長
分
野
で
あ
り
必
要
と
な
る
部
品

点
数
も
多
い
こ
と
か
ら
、
裾
野
の

広
い
次
世
代
産
業
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。
本
市
に
は
、
優
れ
た

技
術
を
有
す
る
中
小
企
業
が
多
く

立
地
し
て
お
り
、取
引
拡
大
な
ど
、

地
元
企
業
は
も
と
よ
り
本
市
経
済

へ
の
波
及
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
行
い
な

が
ら
、
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
航
空
・
宇
宙
関
連
産
業
に
関

連
す
る
具
体
的
な
企
業
と
し
て
、

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
に
誘
致
活
動
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
斎
藤
代

表
取
締
役
社
長
は
本
市
の
出
身
で

も
あ
る
た
め
、
つ
な
が
り
な
ど
も

生
か
し
な
が
ら
積
極
的
な
誘
致
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

QAQA

QAQ

AQA

▲多子負担の軽減で子育て支援をさらに充実
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公
約
実
現
に
向
け
た

新
年
度
予
算
編
成
を

斎
藤　
淳
一 
議
員

　
　
公
約
実
現
に
向
け
た
平
成
２８

年
度
の
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は

ど
う
か
。

　
　
政
策
の
実
現
に
向
け
、ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

健
康
医
療
先
進
都
市
に
向
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
の
着
手

や
既
存
事
業
の
再
編
整
理
を
可
能

な
限
り
行
っ
て
い
く
。

　
　
周
辺
自
治
体
と
の
合
併
も
視

野
に
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
真
意
は
ど
う
か
。

　
　
合
併
し
た
く
な
る
県
都
に
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

QAQA う
か
。
ま
た
、
野
球
場
完
成
後
の

駐
車
場
の
抜
本
的
な
対
策
は
あ
る

の
か
。

　
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
か
ら
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
は
考
え
て
い

な
い
が
、
敷
地
内
駐
車
場
の
満
車

が
予
想
さ
れ
る
日
に
は
、
警
備
員

や
職
員
を
配
置
し
て
対
応
す
る
。

新
野
球
場
の
供
用
開
始
に
向
け
て

資
材
置
き
場
も
駐
車
場
と
し
て
整

備
し
、
敷
地
全
体
で
約
１
４
０
０

台
分
の
駐
車
区
画
を
確
保
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
山
形
の
歴
史
文
化
を
感
じ
つ

つ
現
代
の
社
会
ニ
ー
ズ
も
反
映
し

た
城
じ
ょ
う

址し

公
園
と
す
る
た
め
、
霞
城

公
園
北
側
の
整
備
計
画
を
再
構
築

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
平
面
復

原
予
定
の
本
丸
御
殿
を
、
他
市
の

事
例
を
参
考
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
で
立
体
復
原
し
て
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
行
い
、
市
民
に
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
当
初
の
整
備
計
画
策
定
時
か

ら
社
会
情
勢
も
変
化
し
て
い
る
た

め
、市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、

霞
城
公
園
整
備
検
討
会
議
や
文
化

庁
と
協
議
し
な
が
ら
、
歴
史
と
文

化
を
感
じ
さ
せ
る
市
民
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
公
園
整
備
を
実
施
し
て

い
く
。
本
丸
御
殿
立
体
復
原
は
他

市
の
事
例
も
参
考
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
防
災
備
品
な
ど
の
再
配
備
が

で
き
る
よ
う
な
補
助
を
制
度
化
し
、

安
定
し
た
自
主
防
災
活
動
が
行
え

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

と
と
も
に
、
活
動
の
充
実
に
有
効

な
支
援
制
度
の
構
築
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

A

Q

A

QA

て
お
り
、観
光
や
企
業
誘
致
な
ど
、

近
隣
市
町
と
積
極
的
に
連
携
し
て

い
き
た
い
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し

に
よ
る
宅
地
化
と
産
業
団
地
造
成

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
都
市
計
画
決
定
主
体
と
な
る

県
と
、
人
口
の
増
減
や
産
業
活
動

の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
調
整
し

て
い
く
。
ま
た
、
条
例
で
の
区
域

指
定
や
開
発
許
可
基
準
の
緩
和
策

な
ど
、
適
切
な
手
法
で
宅
地
化
と

産
業
団
地
造
成
を
進
め
て
い
く
。

　
　
市
街
化
区
域
に
は
、
未
利
用

地
が
多
く
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
整

合
性
を
取
り
、
市
街
化
調
整
区
域

と
の
線
引
き
変
更
な
ど
に
取
り
組

む
の
か
。

　
　
土
地
利
用
の
効
率
化
や
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
住
宅
地
供
給
を
行

い
、
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。
ま
た
、
県
が
策
定
し
て
い

る
山
形
広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
の
調
整
を
図
り
、
市
街

化
区
域
の
拡
大
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
商
業
高
の
教
科
セ
ン

タ
ー
方
式
移
行
へ
の
検
討
経
過
は

ど
う
か
。

　
　
生
徒
の
多
様
な
興
味
や
関
心
、

柔
軟
な
教
育
活
動
の
た
め
、
単
位

制
の
導
入
を
研
究
・
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。
少
人
数
教
育
で
の
多

様
な
科
目
選
択
に
よ
る
、
学
習
環

境
の
充
実
な
ど
教
科
セ
ン
タ
ー
方

式
と
の
共
通
点
が
多
い
。
校
内
検

討
委
員
会
で
の
検
討
内
容
を
見
守

り
た
い
。

　
　
公
園
は
地
域
の
緑
の
拠
点
で

あ
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所
で
も

あ
る
た
め
、
設
置
を
望
む
声
は
多

い
。
公
園
空
白
区
域
解
消
へ
の
考

え
方
は
ど
う
か
。

　
　
空
白
区
域
は
４
カ
所
あ
り
、

解
消
に
は
１
０
０
０
㎡
程
の
街
区

公
園
が
必
要
で
、
住
宅
密
集
地
で

の
用
地
確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
国
・
県
の
施
設
跡
地
や
遊
休

地
な
ど
で
条
件
が
合
え
ば
、
解
消

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
用

地
の
確
保
は
、
地
元
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
協
議
し
て
い
く
。

　
　
都
市
計
画
道
路
美
畑
天
童
線

の
工
事
の
未
着
工
区
間
が
あ
り
、

交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
中
心
市
街
地
の
一
方
通
行
解

除
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け

て
、
優
先
し
て
い
る
都※

心
リ
ン
グ

と
駅
環
状
道
路
整
備
の
進
行
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
な

お
、
渋
滞
解
消
の
た
め
、
２８
年
度

に
現
在
の
道
路
幅
員
で
右
折
滞
留

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
交
差
点
工

事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

QAQA

QAQ

AQA

▲美畑天童線の未着工区間を整備し渋滞解消を ▲駐車場混雑への抜本的な解決策を望む

※　都心リング…中心市街地の商業・業務機能を支える骨格として位置づけている道路。
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委
員
会
視
察
報
告

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

実
施
し
た
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

７月７日（火）
　～９日（木）

岡山県岡山市 移住・定住支援について

愛媛県今治市 協働の指針について

愛媛県松山市 地域消防防災力の充実に向けた取り組みにつ
いて

厚 生 委 員 会
（１班）

７月６日（月）
　～８日（水）

福岡県福岡市 市立病院の経営について

広島県三原市 放課後児童クラブの運営について

兵庫県神戸市 高齢者が安心して生活できる施策について

産業文教委員会
（１班）

７月１日（水）
　～３日（金）

大阪府　　　 なみはやドームについて

京都府亀岡市 亀岡市ものづくり産業振興ビジョンについて

京都府八幡市 八幡市いじめ防止基本方針について

環境建設委員会
（１班）

７月２２日（水）
　～２４日（金）

京都府長岡京市 下水道事業について

滋賀県守山市 ラウンドアバウトについて

兵庫県西宮市 地域温暖化対策・エネルギー施策に関する支
援制度について

（総務１班）

（産業文教１班）

（厚生１班）

（環境建設１班）

移住・定住希望者に相談会や下見ツアーを実施

つながり、こだわり、がんばりの共感と
創造ネットワークで活力あるにぎわいのまちづくり

訪問支援員と過ごす日常
～神戸市　認知症高齢者への取り組み～

急がば回れ！　環状交差点

　岡山市では、災害の少な
さや交通の利便性などから
移住先としての評価が高
まっていることを受けて、
移住・定住支援に取り組ん
でいます。市役所内に「移
住・定住支援室」を設置し

たほか、民間と行政との協働による「移住・定住協議会」
を設立し、移住希望者からの相談にワンストップで対応
しているほか、東京での移住相談会や岡山市内を巡る１
泊２日の下見ツアーの開催、最長６カ月利用できるお試
し住宅の提供、各種メディアを活用した情報発信など、
さまざまな施策に積極的に取り組んでいました。

　亀岡市では、「活力ある
にぎわいのまちづくり」の
実現のために、総合的な指
針である「亀岡市ものづく
り産業振興ビジョン」を策
定しています。自然、文化、
食などの地域資源を生かし

た亀岡ならではの「こだわり」を持った産業振興策の創
造、ものづくりへの「がんばり」を応援する仕組みや、
農商工観の産業間の「つながり」、人と人との「つながり」
を３つの柱として、さまざまなまちづくりの施策に積極
的に取り組んでいました。

　６５歳以上の約１割が認知
症高齢者となっている神戸
市では、見守りを目的とし
た訪問支援員の派遣事業を
行っています。支援員は、
居宅での話し相手や趣味活
動への付き添いなど、認知

症高齢者が安心して生活できる手助けをしています。最
大で週１回、概ね５時間の有料サービスですが、遠方に
出かける方からは「５時間では足りない」と、制度の拡
充を求める声があるとのことでした。認知症高齢者への
細やかな対応と積極的な福祉行政を視察しました。

　守山市では、信号の無い
交差点での出合頭の交通事
故が５年間で９件発生して
います。路面標示などによ
る交通安全対策の効果があ
まり認められないことか
ら、ラウンドアバウト交差

点（環状交差点）に改良する社会実験を実施しました。
交差点流入速度や環道内走行速度が大幅に低下し安全性
が高いことが確認でき、また、アンケート結果で５割以
上の方が実験前より安全になったと感じていることから、
平成２６年度にラウンドアバウト交差点の工事を行い、２７
年５月に完成しました。これまでの取り組みや課題など
を視察しました。
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（２班）

７月２１日（火）
　～２３日（木）

北海道札幌市 創造都市さっぽろ推進事業について

北海道旭川市 旭川市広報広聴戦略プランについて

北海道千歳市 市民協働によるまちづくりについて

厚 生 委 員 会
（２班）

７月２７日（月）
　～２９日（水）

富山県射水市 先進的ＩＣＴ遠隔医療システムについて

富山県富山市 富山型デイサービスについて

新潟県妙高市 「総合健康都市妙高」の実現に向けた市民主体の健
康づくりについて

産業文教委員会
（２班）

７月２７日（月）
　～２９日（水）

富山県高岡市 高岡御車山会館を活用した観光振興について

石川県小松市 こまつドームの運営等について

石川県金沢市 金沢の食文化の継承及び振興事業について

環境建設委員会
（２班）

７月２９日（水）
　～３１日（金）

福岡県福岡市 国際ビジネス展開プラットフォームについて

佐賀県嬉野市 全天候型屋内多目的広場（みゆきドーム）について

佐賀県佐賀市 バイオマス産業都市さがについて

（総務２班）

（産業文教２班）

（厚生２班）

（環境建設２班）

創造都市さっぽろ
～ユネスコ創造都市ネットワーク加盟による地域活性化～

４００年の伝統を引き継ぐ
ものづくりのまち高岡

安心な在宅医療への取り組み
～先進的ＩＣＴ遠隔医療システム（IMIZUNO-HOME）～

バイオマス産業都市さが
～二酸化炭素を販売～

　札幌市では、文化芸術な
どの創造性を生かして、ま
ちの活力や経済活性化につ
なげていく「創造都市さっ
ぽろ」の取り組みを推進し
ています。平成１８年に「創
造都市さっぽろ宣言」を行

い、２５年にはメディアアーツの分野でユネスコ創造都市
ネットワークへの加盟が認定されています。プロジェク
ションマッピングを活用したイベントなどを実施し、市
民への周知を図るとともに、今後は、加盟都市との交流
や連携、関連事業での人材育成などから産業振興を図る
取り組みをしていくとのことでした。

　高岡御車山会館は、山車
に凝縮された高岡市の工芸
技術や地域の伝統を伝える
観光とまち歩きの拠点施設
として建設されました。
２３３インチの巨大４Ｋシア
ターで、祭りの準備から祭

礼当日を追体験することや、体の動きに合わせて車輪を
動かすことができる映像体験装置を備えるなど、国の重
要有形民俗文化財と無形民俗文化財に指定されている高
岡御車山を通年で観覧できる施設となっています。
　稀代の技を持つ名工・職人が次代の後継者を育成する
平成の御車山制作事業などの観光振興について視察しま
した。

　患者の高齢化とともに通
院治療が大変になり、在宅
医療のニーズが高まること
が予想されています。射水
市民病院では、在宅患者の
病態変化をいち早く検出
し、医療者に知らせる監視

システムの開発を目指し、平成２１年に「ＩＣＴユビキタ
ス・ホスピタルタウン射水プロジェクト」を立ち上げ、
世界にまだ１つしかない先進的ＩＣＴ遠隔医療システム
（IMIZUNO-HOME）を開発しています。
　今後は、安価なシステムの開発や遠隔モニタリングの
保険適用に向けて全国多施設での共同試験を行っていく
とのことでした。

　佐賀市では、地域バイオ
マスを活用したシステムを
構築し、産業創出と地域循
環型エネルギーの強化を
図っています。清掃工場と
下水浄化センターをバイオ
マス活用の核施設と位置づ

け、実効性のあるプロジェクトの実施で、バイオマス産
業都市の構築を目指しています。
　特に、清掃工場の排出ガスの一部から二酸化炭素を分
離回収する装置を設置し、高付加価値な農作物の栽培や
化粧品などの原料を抽出する微細藻類の培養などに活用
し、販売するシステムは、国内でも大変珍しいものです。
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と　き　��１２月下旬～２月下旬
ところ　�蔵王ロープウェイ山麓線および地蔵山頂駅付近
内　容　��蔵王ロープウェイの山麓線、山頂線を乗り継ぎ、静寂

で漆黒の闇の中に色彩豊かなライトアップに浮かびあ
がる樹氷を鑑賞できます。

問い合わ�せ先　蔵王温泉観光協会案内所　☎６９４－９３２８

　結成６２年になる山形点訳赤十字奉仕団
が、市議会報の点訳に携わるようになり、
１４年になります。
　点字は表音文字ですので、規則に従っ
て言葉、文の「区切り方」を考えながら
打ちます。また、漢字で書かれた人名、
地名などの正しい読みを調べ、確認し、
点訳します。原本に正確で、分かりやす
い点訳を心がけています。『みちしるべ　
点字版』を必要とされている方の一助に
なればうれしいです。
� 山形点訳赤十字奉仕団　　延本　知子

点字版議会報を作成している
山形点訳赤十字奉仕団
� よりひと言 山形市 蔵王樹氷ライトアップ

上山市 キャンドルナイトイン上山城
と　き　��１２月１２日（土）午後３時より
ところ　��上山城
内　容　��城門前広場にエコキャンドルを点灯し、地球温暖化防

止などのエコ活動について考える楽しいイベントもあ
ります。ご家族でキャンドルに灯される冬の夜のひと
時をお楽しみください。

問い合わ�せ先　上山城郷土資料館　☎６７３－３６６０

山辺町 初市
と　き　１月１１日（月・成人の日）
　　　　午前９時３０分～午後５時
ところ　駅前、本町、仲町通り
内　容　��縁起物の初飴、だんご木をはじめ、海産物、杵、臼な

どを売る店が軒を連ね、江戸時代から続く伝統的な催
しです。

問い合わせ先　山辺町商工会　☎６６４－５９３９

みみより情報

　
平
成
２７
年
１１
月
１３
日
に
、
県
市

議
会
議
長
会
主
催
の
議
会
報
研
修

会
が
上
山
市
で
開
催
さ
れ
、
議
会

報
委
員
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
北
芸
術
工
科
大
学
企
画
構
想

学
科
准
教
授
、
広
報
部
長
の
片
岡

英
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、「『
伝
わ

る
レ
イ
ア
ウ
ト
』
見
や
す
さ
の
コ

ツ
～
他
人
事
を
自
分
事
に
す
る
に

は
～
」
の
演
題
で
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
議
会
報
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
市
民
の
方
に
「
他

人
事
」
か
ら
「
自
分
事
」
と
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
の
方
を

巻
き
込
ん
だ
記
事
や
話
題
の
も
の

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
や
、
見
や
す
く
わ
か
り
や

す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
や
ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
ま
た
、
本
市
の
議
会
報
「
み
ち

し
る
べ
」
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト

ル
デ
ザ
イ
ン
が
非
常
に
印
象
的
で

ト
ピ
ッ
ク
ス
も
見
や
す
く
ま
と

ま
っ
て
い
る
が
、
日
付
な
ど
の

フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
を
揃
え
た
方
が

す
っ
き
り
見
え
る
と
の
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
成
果
を
、
読
み
や

す
く
親
し
ま
れ
る
議
会
報
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
報
研
修
会
に
参
加

▲伝わるレイアウトや見やすさのコツを学びました

▲心をこめて作成しています
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　定例会で行われた議案などの審議過程や結果について、市民の皆さまへ分かりやすくお伝
えする「議会報告会」を開催します。
　この報告会は、複数の市議会議員と対話して議会を知ることができるほか、素朴な疑問を
始めとした意見交換などを行うことができます。
　今年度は８カ所のコミュニティセンターで開催されますので、ぜひお気軽にご参加ください。

議会報告会
期間：１２月７日（月）・１２月９日（水）
時間：１９時～２０時３０分（１８時３０分より受付）
内容：９月定例会の議会活動報告です。

※やまがた市議会報みちしるべ（本号）を持参してください。

月　日 会　場 出　席　議　員

１２月７日（月） 蔵王コミュニティセンター ◎渋江　朋博（総務）　　　　　○川口　充律（環境建設）

　仁藤　　俊　　遠藤　吉久　　長谷川幸司　　今野　誠一

　小野　　仁　　鈴木善太郎　　石澤　秀夫 議長１２月９日（水） 西山形コミュニティセンター

１２月７日（月） 千歳コミュニティセンター ◎高橋　公夫（厚生）　　　　　○田中　英子（総務）

　浅野　弥史　　松田　孝男　　伊藤美代子　　斎藤　淳一

　尾形　源二　　斎藤　武弘 副議長１２月９日（水） 東沢コミュニティセンター

１２月７日（月） 椹沢コミュニティセンター ◎伊藤　香織（産業文教）　　　○阿曽　　隆（厚生）

　髙橋　昭弘　　菊地健太郎　　武田　新世　　斉藤　栄治

　渡辺　　元　　丸子　善弘１２月９日（水） 大曽根コミュニティセンター

１２月７日（月） 高瀬コミュニティセンター ◎遠藤　和典（環境建設）　　　○佐藤　秀明（産業文教）

　佐藤亜希子　　武田　　聡　　中野　信吾　　折原　政信

　加藤　　孝　　須貝　太郎１２月９日（水） 大郷コミュニティセンター

※どの会場でも参加できます。 ◎…常任委員会委員長　○…常任委員会副委員長

議員と意見交換をしませんか？
議会を知ろ

う!
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見 て み よ う ！

　山形市議会では、より開かれた議会を目指し、年４回開かれる定例会（通常は３月、６月、９月、１２
月）の本会議、常任委員会、予算・決算委員会、全員協議会を一般に公開しています。新制度や予算な
ど、市民生活に直結する多くの議案が審議・採決される市議会の様子をぜひご覧ください。

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈ることは、公職
選挙法で禁止されています。違反すると罰せられま
す。有権者が寄付を求めることも禁止されています。

市民の皆さまのご理解をお願いします

　議員は選挙区内の人に対して、自
筆による答礼を除き、年賀状などの
時候のあいさつ状（電報なども含む）
を出すことは禁止されています。

　議員に対して寄付を出すように勧誘や要求をした
り、議員名義の寄付を求めることは禁止されています。

　市議会ウェブサイトや広報やまがたなどで議会日程をご確認の上、
当日受付で住所・氏名を記入するだけで、お気軽に議会を傍聴するこ
とができます。
　傍聴定員は、本会議場が６３席（別途車椅子用スペース２台分有）、
委員会が各５席となっています。なお、委員会の傍聴希望者が多数の
場合は抽選となる場合があります。

■傍聴席で直接見てみよう！

　傍聴できない場合でも、「本会議」「予算・決算委員会」「全員協議会」
をご自宅などのパソコンでご覧いただくことができます。
　インターネットを利用できる環境があれば、生中継のほか、公開中
のこれまでの議会の様子をいつでも映像でご覧いただけます。
　インターネット中継は、山形市議会ウェブサイトから。

■インターネットで見てみよう！

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

議員への寄付の勧誘や要求はできません！

　日程は変更になる場合があります。詳しく
は議会事務局までお問い合わせください。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２６日（木）
　　～１２月１１日（金）

山形市議会

　議会での会議結果などを分かりやす
くお伝えできるよう、議会報委員会で
検討しています。議会報に対するご意
見はこちらまでお願いします。
e-mail
　giji@city.yamagata-yamagata.lg.jp

ウェブサイト

ご意見をお聞かせください編
集
後
記

１２月定例会の日程

山形市議会 で 検索
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